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森
林
総
合
研
究
所
は
、
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計

画
と
し
て
、
公
正
な
選
考
に
基
づ
き
女
性
職
員
を
一
定
率
以
上

採
用
す
る
た
め
の
数
値
目
標
と
将
来
の
女
性
管
理
職
の
比
率
を

高
め
る
数
値
目
標
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
職
員
お
よ

び
管
理
職
に
お
け
る
女
性
割
合
が
低
い
現
状
を
改
善
し
て
、
女

性
の
一
層
の
活
躍
を
図
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
れ
と
併
せ
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
促
進
に
関
し
て
、
職
種
に
か
か
わ
ら
ず

育
児
休
業
取
得
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
標

に
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
で
定
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
研
究
職
の
取
得
実
績
は
多

い
も
の
の
、
一
般
職
の
取
得
が
少
な
い
こ

と
を
改
善
す
る
た
め
で
す
。

　

当
研
究
所
に
働
く
一
人
一
人
の
女
性

が
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
職
場
を
目
指
し
、
本
行
動
計
画
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
27
〜
29
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
h 

２
０
１
６
（
第
15
回 

国
際
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
・
技
術
会
議
）
に
お
い
て
、
当
所
が
ｎ
ａ

ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
h 

２
０
１
６
大
賞 

新
人
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
h
は
約
６
０
０
の
企
業
・
団
体
が
出
展

す
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
世
界
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
当
所
は
「
国
産
材
を
原
料
と
し
た
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ

イ
バ
ー
の
製
造
実
証 

―
酵
素
加
水
分
解
と
機
械
処
理
に
よ
る

ナ
ノ
化
―
」
に
つ
い
て
出
展
し
、
多
く
の
来
場
者
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
h 

２
０
１
６
大
賞 

新
人
賞
は
本
展
示
会
の
新

規
出
展
者
の
中
か
ら
、
斬

新
か
つ
先
駆
的
な
技
術
・

製
品
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

次
世
代
素
材
の
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
製

造
技
術
を
開
発
、
日
本
に

豊
富
に
あ
る
木
材
の
有
効

活
用
に
貢
献
す
る
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

授賞式の様子

展示ブースの様子

記念誌CDジャケット（表・裏）

ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
h 

２
０
１
６ 

大
賞

 

新
人
賞
受
賞

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

 

行
動
計
画
の
策
定

　

森
林
総
合
研
究
所
は
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
11
月
１

日
に
１
１
０
周
年
を
迎
え
記
念
行
事
を
行
い
、
そ
の
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
、
１
１
０
周
年
記
念
誌
「
森
林
総
合
研
究
所

百
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
し
、
創
立
１
０
０
周
年
以
降
の
10

年
間
に
つ
い
て
の
足
跡
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

I
森
林
総
合
研
究
所
１
０
０
〜
１
１
０
年
の
沿
革

Ⅱ
研
究
開
発
部
門
の
動
向

Ⅲ
育
種
部
門
の
動
向

Ⅳ
森
林
保
険
部
門
の
動
向

Ⅴ
森
林
整
備
部
門
の
動
向

Ⅵ
総
合
的
研
究
の
動
向
と
成
果

Ⅶ
付
図
・
付
表

　
「
百
十
年
の
あ
ゆ
み
」
は
、
森
林
総
合
研
究
所
の
活
動
を
社

会
に
「
よ
り
広
く
」「
よ
り
強
く
」
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
。森
林
総
研
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
記
念
誌
と
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.ff pri.aff rc.go.jp/pubs/ayum

i/1
1
0
ayum

i/
index.htm

l

１
１
０
周
年
記
念
誌
発
行

「
森
林
総
合
研
究
所
百
十
年
の
あ
ゆ
み
」

【計画期間】  平成28年4月1日～平成33年3月31日
[目標１]  採用者に占める女性割合を３０％以上にする。
[目標２]  管理職に占める女性割合を７％以上にする。
[目標３]  職種にかかわらず育児休業を取得しやすいよう、

職場環境の整備をはかる。
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「
先
進
林
業
機
械
を
利
用
し
た
安
全
で
低
コ
ス
ト
な
林
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
月
16
日
（
火
） 

、

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
市
白
石
区
）
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
北
海
道
支
所
と
下
川
町
が
共
同
開
発
し
た
、
林
内
走
行
型
機
械
を
用
い
た
短
幹
集

材
（
Ｃ
Ｔ
Ｌ
）、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
地じ
ご
し
ら拵

え
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
、
低
密
度
植
栽
等
を
組
み
合

わ
せ
た
伐
採
・
造
林
一
貫
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
技
術
、
コ
ス
ト
評
価
、
お
よ

び
環
境
影
響
の
三
つ
の
点
か
ら
研
究
担
当
者
が
講
演
し
、
機
械
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
が

生
産
性
や
コ
ス
ト
の
点
か
ら
有
利
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
械
化
林
業
の
先
進
地
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研
究
者
に
よ

る
、
伐
採
作
業
や
苗
木
生
産
・
造
林
作
業
の
機
械
化
に
関
す
る
講
演
や
、
下
川
町
や
林
野
庁

と
い
っ
た
行
政
サ
イ
ド
か
ら
も
低
コ
ス
ト
林
業
や
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
の
必
要
性
や
期
待

に
つ
い
て
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
者
全
員
と
司
会
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
適
用
す
る
際
の
地
形
の
影
響
や
環
境
イ
ン
パ
ク
ト
、

地
域
振
興
に
対
す
る
林
業
の
役
割
等
、
様
々

な
角
度
か
ら
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

用
意
し
た
会
場
は
約
２
５
０
名
の
参
加
者
に

よ
り
満
席
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
総
会
に
お
い
て
、毎
年
３
月
21
日
を「
国
際
森
林

デ
ー
」と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、森
林
総
研
で
は
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
関
連
す
る
研
究
集
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、３
月
18
日（
金
）に
早
稲
田
大
学
小
野
記
念
講
堂
に
お
い
て

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
パ
リ
協
定
が
求
め
る
森
林
の
す
が
た
」と
題
し
て
、パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
の
論
点
を
５
名
の
論
者
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、林
野
庁
沖

修
司
次
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、パ
リ
協
定
に
お
け
る
森
林
の
位
置
づ
け（
森
林
総
研
・
松
本

光
朗
）、国
際
的
な
取
組
の
中
で
の
日
本
の
立
場（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
五
関
一
博
氏
）、温
暖
化
対
策
に

お
け
る
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
の
役
割（
早
稲
田
大
学
・
天
野
正
博
氏
）、排
出
削
減
に
向
け
た
木

材
利
用
の
現
状
と
予
測（
森
林
総
研
・
恒
次
祐
子
）、

温
暖
化
対
策
の
新
し
い
手
法
と
し
て
の
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
の
可
能
性（
信
州
大
学
・
高
橋
伸
英
氏
）が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。当
日
は
１
５
１
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
の
推
進
と
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
お

け
る
日
本
の
立
場
、木
材
利
用
に
よ
る
排
出
削
減
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
実
現
可
能
性
等

に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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講演の様子

パネルディスカッション

パネルディスカッション

登壇者の記念写真
（沖林野庁次長：左から
4人目、沢田理事長：左

から5人目）

国
際
森
林
デ
ー　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
パ
リ
協
定
が
求
め
る
森
林
の
す
が
た
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
前
進
す
る
北
の
林
業
」を
開
催


